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研究成果の概要 

 本研究では、新聞・雑誌などのマスメディアにおいて、ロマの人々がどのように取り上げられ

てきたかを「人種化」というフレームを通じて分析することで、後期ユーゴ社会においてロマの

人びとに対する認識を明らかにしようとした。 

 Politika,Večernji List, Danasなどの新聞や週刊誌上でのロマに関する記事は、多くが文化

面や社会問題の文脈で取り上げられていた。逆に政治運動の文脈では、ロマ運動が盛んになった

60 年代後半から 70年代にかけてもほとんど報道がなされなかった。例えば、1971年 4月にロン

ドンで開かれた世界ロマ会議は、Politika 誌上ではロマによる政治運動のための集まりとして

ではなく、世界中から集まったロマがキャラバンを組んで歌を披露していた、というオリエンタ

リズム的な文化記事として報道されていた。他方で、政治的なテーマとしては、1980年代以降の

人口調査におけるエギプチャニ・アイデンティティの表出がよく取り上げられていた。Danas な

どの週刊誌で、エギプチャニはコソヴォの「分離主義者」の被害者という文脈でとりあげられて

いる。いずれも、主流社会が既定とするようなロマ・イメージと政治規範を通じて、「人種」フ

レームを立ち上がらせるような言説構造においてロマの人々が対象化されていたことを示すも

のである。 

 ただし、調査した資料からは、そもそもロマの人びとにかかわる記事をあまり多く発見するこ

とができず、一般化した分析結果を導き出すことは困難であった。研究課題を追究するうえで、

引き続き資料収集に当たると同時に、分析対象をより広範な出版物や各種メディアにおける表象

に拡大する必要もあると考える。 
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